
平成 28 年 2 月 15 日 

報道関係者各位  

日本准看護師連絡協議会 事務局準備室 

 

                

かねてより設立準備を進めておりました私ども「日本准看護師連絡協議会」はお陰様をも

ちまして、平成 27 年 11 月 6 日に設立の運びとなり、この度設立総会を下記の通り開催いた

します。 

報道関係の皆様には、本設立総会をご取材いただくことで設立趣旨をご理解いただき、広

く一般に是非ご紹介いただきますようお願いいたします。 

つきましては、会場の都合上、事前登録制とさせていただき 取材希望の場合は、別紙「取

材申込書」を Eメール又は FAX にてご送信くださいますようお願いいたします。 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日 時】 平成 28 年 3 月 4 日（金）13 時 00 分～14 時 30 分 （受付開始：12 時 30 分） 

【申 込】 方法：「取材申込書」を Eメール又は FAX にてご送信ください。 

       締切：平成 28 年 2 月 22 日（月）必着 

人数：1社１名まで 

【留意点】 ・申込後、当方より特段連絡がない場合には、直接会場へお越しください。 

       ・当日は、報道受付にて、受付をお済ませください。 

      ・記者会見の開催予定はございません。 

       ・会場内の録音、動画撮影はかたくお断りいたします。 

【会 場】 学士会館 3 階「320 号室」（〒101-8459 東京都千代田区神田錦町 3-28） 

       URL  http://www.gakushikaikan.co.jp/ 

 

【本件問合先】日本准看護師連絡協議会 事務局準備室 

TEL03-6435-0647／FAX03-5232-3309／E ﾒｰﾙ office@junkankyo.com／URL http://www.junkankyo.com/ 

3/4（金）「日本准看護師連絡協議会」設立総会 開催のお知らせ 

【アクセス】 

・都営三田線／都営新宿線／東

京メトロ半蔵門線「神保町」

駅下車 A9 出口から徒歩 1分 

・東京メトロ東西線「竹橋」駅

下車３a出口から徒歩 5分 

・JR 中央線／総武線「御茶ノ水」

駅下車御茶ノ水橋口から徒歩

15 分 

・「東京」駅 丸の内北口からタ

クシーで 10 分 

 

＜取材のご依頼＞ 
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平成 27 年 11 月 6 日 

日本准看護師連絡協議会設立について 

  

 我が国の医療・介護・福祉分野において、看護職員は、患者に最も近く、チーム医療の

なかでも重要な役割を果たしている。看護師及び准看護師は、平成 26 年（2014 年）現在

で合わせて約 142 万人iが就労している。そのうち准看護師は約 34 万人を占め、今日の医

療・介護・福祉分野を支える大きな担い手となっていることがわかる。また、社会保障・

税一体改革における看護職員の必要数は、団塊の世代が全て 75 歳以上となる平成 37 年

（2025 年）に約 200 万人と推計され、少子化が進展する中、更なる看護職員の確保対策、

養成促進が必要である。しかしながら、近年の診療報酬体系の見直しや、准看護師養成校

に対する補助金の減額等により、残念ながら准看護師は減少の一途をたどっている。 

看護職員の人材育成という観点からみると、現在行われている看護生涯教育のそのほと

んどが看護師を対象としたもので、准看護師が教育研修を受ける機会は非常に乏しい状況

であると言わざるを得ない。一方で、准看護師が医療・介護・福祉分野で担っている役割

や昨今の医療・看護技術の著しい進歩などを考えると、看護師と同様の教育研修体制の充

実を図ることは喫緊の課題である。 

 こうした状況を踏まえ、日本准看護師連絡協議会準備会では、検討を重ね、全国レベル

で准看護師のさらなる能力向上を目指し、生涯教育研修体制を確立する目的で、日本医師

会、四病院団体協議会の支援のもと日本准看護師連絡協議会を設立する。 

 

１． 准看護師を取り巻く現状と問題点 

① 准看護師は、平成 26 年（2014 年）現在で約 34 万人が就労し、看護職員の約 22％

を占める。 

② 准看護師は、診療所、中小病院、精神科病院においてなくてはならない存在である

とともに、今後の少子高齢化社会に向け介護保険施設等においてもより一層必要と

される。 

③ 准看護師養成校はカリキュラムの見直し、補助金の減額などから減少の一途をたど

っている。 

④ 医療安全対策、院内感染対策等の充実がより一層求められるようになったが、看護

教育研修等は、ほとんどが看護師を対象とするもので准看護師の教育研修の場が少

ない。 

 

２． 今後の活動方針 

① 准看護師の会員登録及び教育研修体制を構築する。 

② 准看護師が看護師を目指すことを支援する。 

③ 准看護師の意見集約の場を確保し、社会的地位の向上を図る。 

④ 准看護師養成環境の改善・強化を行う。 

⑤ 潜在准看護師の再就職を支援する。 

                                                  
i 平成 26 年衛生行政報告例（就業医療関係者）の結果 
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【参 考】



日本准看護師連絡協議会 事務局準備室 行 

「 E ﾒｰﾙ office@junkankyo.com 」   

「 FAX 03-5232-3309 」  

 

 

 

 

（１）貴社名                         

（２）ご所属部署                        

（３）お名前                          

（４）ご住所                          

（５）TEL                            

（６）FAX                            

（７）Eメール                         

 

 

 

◆申込は平成 28 年 2 月 22 日（月）必着です。 

◆申込後、当方より特段連絡がない場合には、直接会場へお越しください。 

◆当日は、報道受付にて、受付をお済ませください。 

◆記者会見の開催予定はございません。 

◆会場内の録音、動画撮影はかたくお断りいたします。 

 

 

3/4（金）「日本准看護師連絡協議会」設立総会 

取材申込書 

【本件問合先】日本准看護師連絡協議会 事務局準備室 

TEL03-6435-0647／FAX03-5232-3309／E ﾒｰﾙ office@junkankyo.com／URL http://www.junkankyo.com/ 
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